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題
を
解
決
す
る
指
導
概
念
．
こ
な
っ
た
が
私
は
そ
れ
が
同
時
に
今
H
の
思
想
問
題
を
解
決
す
る
指
導
概
念
マ
J

な
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
ご
思
ふ
0

而
も
か
く
す
る
為
に
は
放
育
勅
語
の
根
本
精
神
に
到
す
る
徹
底
し
た
理
會
を
必
要
こ
し
其
の
解
秤
も
時

代
錯
誤
の
租
思
想
に
よ
ら
す
紳
代
以
末
の
國
民
精
神
に
目
醒
め
て
最
も
進
歩
し
た
時
代
思
想
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
沿
<
J

思

ふ
u

現
代
人
を
指
導
す
る
精
神
は
現
代
生
活
か
ら
か
け
離
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
<
J

す
れ
ば
明
治
時
代
に
涙
悛
さ
れ
た
放

育
勅
語
の
解
秤
は
決
し
て
明
治
思
想
の
み
に
囚
は
れ
て
は
な
ら
ぬ
0

（完）

平
庫
―
―
―
顧

付
先
之
が
「
十
入
史
略
」
怨
一
―
-
、
東
漠
の
獣
帝
の
條
に
、

瑯
邪
諸
硲
す
空
寓
届
如
衣
陽
隆
中
口
侮
自
比
ー
ー
管
仲
築
毅
一
劉
伽
訪
二
士
於
司
馬
徽
↓
徽
日
Q

識
二
時
務
衰
5

石
び
俊
傑
↓

此
間
自
打
伏
龍
鳳
雛
↓
諸
為
孔
朋
●
胤
士
元
也
ヅ
徐
庶
亦
謂
レ
備

El°
詣
葛
孔
明
臥
龍
也
砥
竺
一
往

Q11
得
レ
見
レ
亮
。

A

と
見
ゆ
0

此
の
文
JPJ
そ
の
ま
＞
に
讀
む

Jゞ

き
は
劉
価
が
諸
硲
玄
や
ゼ
見
た
る
は
襄
腸
の
隆
中
な
る
っ
t
J

考
へ
ら
る
°
而
し
て

所
謂
草
底
の
地
は
裏
陽
の
隆
中
（
湖
北
省
襄
陽
府
襄
陽
縣
西
二
十
里
隆
中
山
）
に
あ

b
Jゞ

せ
ら
る
，
然
れ
ぐ
」
も
こ
の
記
事

は
恐
く
は
信
↓
ぜ
措
く
に
足
ら
す
。
左
に
邸
見
を
述
べ
ん
3

曾
先
之
の
文
の
本
づ
く
所
は
蓋
し
三
繭
蜀
志
3
諸
葛
亮
他
の
表
松
之
OJ
注
に
あ
り
て
裟
松
之
3
誤
解
が
先
之
セ
し
て

の

地

の

所

在

鈴

木 四
六

虎

雄



四
七

マt
あ
り
0

愚
見
を
以
て
す
れ
ば
}
諜
晉
春
秋
」
な
る
も
の
A

本
文
を
亮
家
子
南
陽
之
部
縣
な
る
入
字
に
し
て
、
在
襄
陽

城
西
二
十
里
琥
日
廂
中
の
十
二
字
は
表
松
之
の
追
加
に
し
て
諜
り
て
か
く
追
加
せ
し
も
の

Jゞ

考
ふ
る
な
り
0

理
山
は
左

凡
そ
記
事
の
確
賓
は
本
人
の
言
ふ
所
を
主
マ
J

す
る
よ
り
外
に
途
な
し
Q

諸
葛
応
が
出
師
表
に
は

3

0

 

臣
本
布
衣
°
射
耕
＿
一
於
南
陽
f

介
ツ
全
性
命
於
二
侃
世
[
不
レ
求
盃
四
逹
於
二
諾
侠
↓
先
帝
不
v

以
祐
伝
芯
竺
猥
自
柾
屈
o
三

マJ
あ
り
°
之
に
よ
れ
ば
一
1

一
顧
の
地
の
南
陽
な
る
こ

Jゞ

明
白
な
り
。
南
腸
に
封
し
て
肝
ば
ッ
呂
向
は
南
陽
盃
呼
名
<
J

注
し
、

李
善
は
左
の
如
く
注
せ
り
。

漢
晉
春
秋
日
°
諸
葛
亮
家
i

i

子
南
陽
之
部
縣
↓
（
こ
の
文
は
表
松
之
注
り
漠
晉
春
秋
の
原
文
<
J

圃
し
）
荊
州
闘
日
。
郡
城

鉗
縣
西
南
一
里
°
隔
洒
有
ー
一
諸
葛
亮
宅
↓
是
劉
備
一
一
一
顧
慮
。

マJ
Q

こ
れ
即
ち
今
oJ
河
南
省
南
陽
府
部
州
の
西
面
一
里
汚
水
の
判
岸
に
あ
る
地
を
以
て
草
庫
の
所
在
｀
劉
備
の
三
顧
せ

し
慮
マ
J

な
す
も
の
な
り
。

之
竺
二
閾
蜀
志
、
諸
葛
兆
偲
の
本
文
の
記
事
'
y
J

tm照
せ
ん
に
、
偲
に
日
く
、

顧
匝
於
草
盾
之
中
↓
諮
レ
臣
以
需
冊
之
事
↓

の
如
し
。

此
に
至
ら
し
め
し
が
こ

Jゞ

し
＞
諸
硲
定
盆
内
の
本
文
に
、
亮
射
耕
随
畝
↓
好
硲
簗
父
吟
f

漢
晉
春
秋
日
。
亮
家
手
南
陽
之
部
縣
「
在
襄
陽
城
酉
一
十
里
°
琥
口
陸
中
9

マJ
あ
り
て
、
そ
の
下
の
表
注
に



今
世
の
人
は
、
風
俗
軽
々
し
く
、
鼻
の
さ
き
智
恵
の
み
に
て
、
食
物
の
食
ひ
や
う
の
法
な
ざ
云
ふ
事
を
ば
、
あ
ざ

笑
ふ
人
多
し
°
惟
風
の
衰
へ
、
賤
し
く
な
b
た
る
な
b
o
（
伊
勢
貞
丈
ー
四
季
竺
巻
の
ち

こ
れ
の
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
國
、
古
来
米
を
常
食
マ
J
し
た
事
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
い
0

併
し
飯
ご
は
、
今
の
鍋
釜
な
8
」

こ

し

き

こ

ょ

め

l

め
し

で
炊
い
だ
飯
で
は
な
く
て
、
甑
で
蒸
し
た
強
飯
で
あ
る
°
粥
ご
書
い
て
あ
る
の
が
、
即
ち
今
の
飯
の
事
で
（
倭
名
抄
の

ぃ
S

厚
粥
）
、
又
姫
飯
マ
J
も
云
つ
て
、
線
じ
て
朝
は
粥
、
夕
は
飯
こ
決
つ
て
居
つ
た
°
勿
論
鎌
倉
時
代
に
な
ろ
迄
は
、

庖

丁

故

賓

に

つ

き

て

林

森

亮
射
誹
＿
一
随
畝
→
好
為
翫
知
（
又
吟
『
身
長
八
尺
ぶ
日
比
一
一
於
管
仲
造
毅

f
時
人
葵
ー
一
之
許5屯
惟
博
陵
料
州
平
•
穎
川
徐
庶

元
直
、
典
レ
亮
友
善
0

謂
窃
二
信
然
↓
時
先
主
屯
1

1

新
野
↓
徐
庶
見
ー
ー
先
主
つ
先
主
器
レ
之
温
庄
先
主
一
日
c
諸
葛
孔
明
者
臥

龍
批
0

賭
軍
登
願
レ
見
レ
之
乎
°
先
主
日
0

君
典
倶
末
°
庶
日
。
此
人
可
-

I

就
見
字
小
レ
可
二
屈
致

5
笠
牌
軍
宜
孟
炉
駕
顧
ー
レ
之
3

由
＞
是
先
主
逐
詣
レ
一
必
°
凡
三
往
乃
見
。

マ
J
o
こ
の
時
先
士
劉
備
は
何
虞
に
居
り
し
ゃ
マ
J
い
ふ
に
新
野
に
屯
せ
し
な
b
°
新
野
は
南
陽
府
（
漢
の
南
陽
郡
）
に
風
し

て
郡
州
の
東
南
隣
堰
に
あ
り
、
二
地
の
距
離
甚
だ
近
し
0

先
主
が
一
―
―
た
び
顧
る
に
は
最
も
便
利
な
る
地
位
に
あ
b
o

是
に
由
b
て
草
盾
一
一
一
顧
の
地
は
河
南
省
南
陽
府
郭
州
西
南
一
里
隔
汚
の
地
な
b
マ
J
す
る
を
正
常
マ
J
佑
す
る
も
の
な
り
（
）

四
入

太

-
H
二
食

耶


